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低悪性度T細胞性リンパ腫
に対する薬物療法-菌状息
肉症 

臨床腫瘍プラク
ティス 

8 258-261 2012 

戸倉新樹 
皮膚バリアからみるアト
ピー性皮膚炎の全体像 

臨床免疫・アレル
ギー科 

58 295-299 2012 

戸倉新樹 Th17細胞と皮膚疾患 
日本臨床免疫学
会会誌 

35 388-392 2012 

戸倉新樹 
IgE 値正常の内因性アトピ
ー性皮膚炎の成因は如何
に 

皮膚アレルギー
フロンティア 

10 19-23 2012 

戸倉新樹，小林美和 
掌蹠膿疱症の治療／ロキ
シスマイシン内服療法 

Visual 
Dermatology 11 1071-1072 2012 

戸倉新樹，澤田雄宇，島内隆
寿 

成人Ｔ細胞性白血病／リ
ン パ 腫 （ adlt T-cell 
leukemia/lymphoma：ATLL） 

Visual 
Dermatology 11 940-945 2012 

江川真由美,烏山 一 
好塩基球研究のアップデ
ート 

実験医学 30(6) 905-911 2012 

佐藤孝浩，横関博雄，片山一
朗，室田浩之，戸倉新樹，朴 
紀央，椛島健治，中溝 聡，
高森建二，塩原哲夫，三橋善
比古，森田栄伸 

慢性痒疹診療ガイドライ
ン 

日本皮膚科学会
雑誌 

122 1-16 2012 

坂部純一，秦 まき，平川聡
史，戸倉新樹 

PCR 法による単純および
帯状疱疹ウイルス感染症
の迅速診断：成人および小
児例 

日小皮会誌 31 47-50 2012 

菅谷誠，河井一浩，大塚幹夫，
濱田利久，米倉健太郎，島内
隆寿，谷 守，古賀弘志，野
崎浩二，伊豆津宏二，戸倉新
樹，瀬戸山充，長谷哲男，岩
月啓氏 

皮膚リンパ腫診療ガイド
ライン２０１１年改訂版 

日本皮膚科学会
雑誌 

122 1513-1531 2012 



大日輝記，川口淳，上田説子，
内小保理，占部和敬，小林美
和，下田貴子，十亀良介，高
守史子，田中倫子，寺原慶子，
中園亜矢子，文森健明，師井
美樹，山本有紀，渡邉徹心，
須賀康，古江増隆，戸倉新樹，
川名誠司，古川福実，山元 
修，橋本 隆 

サリチル酸マクロゴーグ
ルピーリングによる尋常
性痤瘡の治療効果 -多施
設無作為化二重盲検ハー
フサイド対照比較試験- 

Aesthetic Derma
ｔology（日本美
容皮膚科学会雑
誌） 

22 31-39 2012 

中島沙恵子,椛島健治 
Langerhans 細胞への TSLP
の作用とアトピー性皮膚
炎 

臨床免疫・アレル
ギー科 

58(3) 334-340 2012 

田村愛子，冨田浩一，鈴木陽
子，戸倉新樹 

小 児 の 顔 面 に 生 じ た
Mycobacterium chelonae 感
染症の１例 

日小皮会誌 31 59-61 2012 

島内隆寿，戸倉新樹 
感染性肉芽腫との鑑別を
要した肉芽腫性菌状息肉
症 

Visual 
Dermatology 11 922-923 2012 

鈴木健晋，鈴木陽子，冨田洋
一，平川聡史，戸倉新樹 

Osler 病との鑑別を要した
抗セントロメア抗体高値
陽性の多発毛細血管拡張 

皮膚病診療 34 481-484 2012 

中島沙恵子,椛島健治 
マスターレギュレーター
としての TSLP 

Modern Physician 33(2) 198-202 2013 

 


